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がん遺伝子パネル検査は、患者さんの「がん」に起きている遺伝子の異常を調べ、見つかった
異常に基づいた治療を提案することが目的です。
当院では、2020年５月までに、132名の患者さんに本検査を受けていただいています。
ゲノム医療と聞くと、「ゲノム」「遺伝子」などの難しい言葉や、「エキスパートパネル」のような独
特の用語もあり、何となく敷居が高く感じてしまいますが、今回は当センターにおけるゲノム医
療の現状について分かりやすくお話しする予定です。

♦がんゲノム医療総論
♦がんゲノム外来の受診方法と検査の実際について
♦エキスパートパネルと遺伝子パネル検査に基づく治療の問題点

愛知県がんセンター がんゲノム医療センター
衣斐医師、坂東医師、山口ゲノムコーディネーター

【問い合わせ先】
NPO法人愛知キャンサーネットワーク事務局
E-Mail：info@aichi-cancernetwork.com
Tel:  080-7039-3356 Fax: 052-307-4532 事務局：杉野

• 当センターにおけるがんゲノム医療センターの現状も知ることができます。
• 会場へのご参加の場合は、事前申し込みは不要です。
• 「ZOOM」でのWEB参加も可能です。WEB参加ご希望の方は、下記事務局へ
「WEB参加希望」とメールをお願いいたします。（8月10日まで）

ぜひ多くの方のご参加をお待ちしております。

講演内容

ーお願いー
ご来場いただける場合、37.5度以上発熱がある、または風邪症状
がある場合は参加をご遠慮ください。
来場される際は、マスク着用をお願いします。
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